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平成17年2月　高崎の森　撮影
繁殖期を亜高山帯ですごし、冬期は暖かい低地におりて、1羽で縄張りを作り地上近くで採食して棲息します。

瑠璃色の固体は雄の成鳥のみで、雌や雄の若鳥はオリーブ褐色で地味な色彩のため目立ち難く、数の少ない瑠璃色の固体に出会う機会は当然少なくなります。

木漏れ日の射す林の中で鮮やかな瑠璃色と橙黄色、それに白の美しいコントラストの固体が低い枝にとまり尾を細かくふり、あまり人を恐れず見つめる姿は実に可愛く、出会った時の喜びも大きいものがあります。

新春にふさわしい鳥と言えましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真・文　渡邊捷夫

　
新年あけまして　おめでとうございます。

爽やかな新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げます。龍ヶ崎バードウォッチングクラブは平成８年４月に発足以来１２年目になります。１０年ひと昔と言いますが、楽しい会ですから、あっと云う間に感じます。
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新年のごあいさつ











